
  ＜LED クラスター事業企画＞    2012 年 9月 

                  株式会社 ウィン＆ウィン  平野 信幸 

 

『文化は西から、長崎から、』、新たな地方産業を創造する、「LEDクラスター事業」 

 

LED 照明技術の結集と、地元金融機関との共同事業によって、地方地域に欠かせない商

業施設の照明を LED化し、経費削減と省エネで社会貢献を果たします。 

 

地域の経済界に精通した地元金融機関と連携を図り、「LEDファンド」を設立して、商業

施設の照明を LED照明に交換する際の資金負担を軽減し、経費削減を支援します。 

 

１、「LEDクラスター事業」概要 

 １）目的 

  ○地方商業施設の経費削減 

既存照明を LED照明に交換することで、電力費を 50%削減 

  ○地方金融機関のビジネス機会発掘 

   LED照明導入に必要な資金提供（「LEDファンド」との共同によりリスクヘッジ） 

  ○「地消地産」運動 （地方地域に LED産業を育成する） 

   地域ある市場（消費）は、地域産業の育成によって、地方経済の活性化を図る。 

   照明市場はどの地域でもあり、LED照明は高度技術も高価設備も必要ではない。 

 

２）クラスター構想 

 ＊米国の経営学者マイケル・E・ポーターが提示した概念で、「特定分野における関連企

業、専門性の高い供給業者、サービス提供者、関連業界に属する企業、関連機関が地理的

に集中し、競争しつつ同時に協力する「関連事業体」。 

 

○顧客（市場）：地域生活経済に欠かせない商業施設等 

○金融機関  ：地域経済と共に発展し、地域経済に精通した地方金融機関 

○LED企業  ：独自の技術を持ち、高性能で低価格の LED照明を開発している企業 

  

３）LEDクラスターの利点 

○顧客（商業施設）：資金負担をせずに、LED照明を導入して、経費削減が可能になる。 

○金融機関  ：LED照明導入の事業資金を提供し、地域経済の発展に寄与出来る。 

○LED企業  ：地元金融機関の協力を得て、地方中小企業の事業実績が出来る。 

＊LED 照明事業において、最も難しい営業展開を地域の情報に精通している地元金融機関

の協力を得て、実現します。  



２、事業環境 

 １）電力不足 

  2011 年 3 月に発生した「東日本大震災」により、原子力発電所が被災し、全国 54 基

の原子力は被災した４基が廃炉となり、原子力 50基の内 2012 年 7月稼働しているのは僅

か２基のみで、今後も再稼働出来るか極めて困難な状況にあります。そのために、電力不

足は全国に及び、節電対策は急務の国民的課題になっています。 

＊原子力発電所の停止により、九州電力では電力料金の値上げが検討されています。 

 

 ２）省エネ 

  LED 技術の革新により、従来の照明を LED 化した場合、電球では約 80%、蛍光灯約

50%、水銀灯では約 75%の省エネが実現出来ますが、コスト高のために地方では進んでい

ないのが、実情です。 

 

 ３）デフレ経済と中小企業金融円滑化法の期限（2013年 3月） 

  日本では、長期に渡るデフレによって地方経済は疲弊し、市民の生活に欠かせない商

業施設においては資金の余裕がなく、LED 照明の導入を行って経費削減と省エネで社会貢

献を果たしたくても、身動きが取れない状況にあります。 

 また、地方経済共に発展してきた、金融機関も同様に資金需要があっても、審査基準等

の問題で貸出先が限定され、本来の金融機関としての活動が制限されています。 

 

2013年 3月には、中小企業金融円滑化法が廃止され、新たに約 3兆円の事業再生ファン

ドの設立が計画されていますが、現在の経済情勢ではファンドの運用は困難と思われます。

このファンドを活用して、「LEDクラスター事業」の展開を図ります。 

 

４）環境問題と LED照明の将来性 

  2012年効率の悪い電球は製造中止になります。また、2013年には日本で国際会議が開

催され、「世界水銀条約」が締結される予定で、将来蛍光灯や水銀灯は製造制限が掛るのは

不可避となっています。 

 ＊日本の水銀使用量（約 13万トンの内、約 40%が照明器具に使用されている。） 

 

将来の照明器具の殆どが、LED 照明になることは、間違いありません。日本の電力使用

量の約 20%は照明電力で、その規模から推察しますと照明器具の潜在的需要は約 20兆円規

模であり、人が生活している所、経済活動がある地域には、必ず照明が存在します。従っ

て LED照明産業の分野は極めて有望な将来性があります。 

照明工業会の発表では、2020 年には既存の照明は全て LED 等の新照明に替わると、予

測されています。  



３、市場（「LEDクラスター事業」が対象とする LED市場） 

 地方地域の経済を支え、また市民生活に欠かせない、通年営業の商業施設を対象市場と

します。これは、LED 照明は省エネ効率が高く点灯時間が長いほど経費削減効果が大きく

なるためです。金融機関及び「LED ファンド」のリスクヘッジには、短期間での償還が条

件になり、稼働時間が大きな要素となります。商業施設のみでも、充分過ぎる大きな潜在

需要があり、全国では数千億円、県単位でも数十億円の規模があります。 

 

＜ターゲット市場＞ ：３６５日営業で、チェーン展開をしている事業 

施設分類 店舗数 目標シェアー 事業規模/店舗 

スーパーマーケット 30,000 300 200万円 

ホームセンター 2,400 120 400万円 

家電量販店 2,000 100 500万円 

病院 （２００床以上） 3,000 50 400万円 

複合施設 1,500 20 500万円 

コンビニ 45,000 500 30万円 

車ディーラー 90,000 1000 30万円 

その他：物流センター、薬・衣料等の量販店等々 
 

 

県単位でマーケッシェアー5~10%（1 億円～2 億円）、全国では約 1~2%（50 億円～100 億

円）の市場獲得を目指します。（2013年、長崎・佐賀・熊本・福岡から事業開始） 

 

＊大手リース会社での情報交換におきまして、LED照明導入のリース案件の内約 80%は財

務審査で不可となっていると聞きました。共同出資による、リスクヘッジによって、審査

ハードルを下げることも可能になれば、更に大きなシェアー獲得が期待出来ます。 

 

４、金融機関 

○信用組合 ：地方経済に精通 

○信用金庫 ：地方経済に精通し全国にもネットワークがある 

○地方銀行 ：大手企業にも取引先がある。 

 

 ５、「LEDファンド」 

  地元金融機関様には、地域経済の情報があり、将来的には各県単位で地元金融機関様

の協力を得て「LED ファンド」を設立し、配当収益が更に地元経済に貢献出来るように事

業展開をしたいと思います。 

  



６、LED企業 

LED 照明導入によって、「LED ファンド」が成立するには、照明の効率と単価が最も重

要な要素となります。弊社独自に開発をしました「ウィンライト」は、大量生産を行う大

手企業では出来ないフットワークを活かして、最先端の高性能チップを採用し、また高透

過率光拡散カバー（特許出願）により、高効率（他社の 20～30%以上）の LED照明を提供

しております。 

 

単価は中国生活 15年の経験を活かし、同性能では大手企業の約 20%の価格を実現し、高

省エネ性と製品価格によって、15～18か月で LED照明の設備償却が可能となりました。 

この性能と単価によりまして、36ヶ月リースで約 40％～60％のファンド収益（施設の稼

働時間および電力契約条件によって異なる）が可能になりました。短期リース満了後は導

入事業所の経費削減が可能になります。「LEDファンド」の組成によっては、導入期からの

経費削減も提案致します。 

 

既存照明は、蛍光灯・水銀灯・ダウンライト等他機種に渡り、それぞれ違った設計技術

が必要で、中小企業が 1社で全てを開発するには、費用対効果が充分に活かされません。 

そこで、全国の LED開発企業に呼びかけ、それぞれ得意とする技術を持ち寄り、技術及

び知的所有権の相互利用・情報の共有を行い、またその技術を提供してそれぞれの地域に

LED産業の育成を支援出来る仕組みを構築します。 

LED 照明の製作には、高度な専門技術も高価な設備も必須の条件ではなく、地方の中小

企業・地域産業が活躍できる分野です。地域のLED産業育成は地方経済の活性化に寄与し、

地方金融機関の新たな取引先の創造に貢献できる機会を得ることになります。 

＊LED照明に参入する企業にも、企業再生ファンドが活用できると思われます。 

 

照明市場全ての獲得を目指す必要はありません。また、大手企業と競合し「勝ことを目

的とする」必要もありません。潜在需要 20 兆円の数%、ニッチな市場でも中小企業が活躍

できる機会は充分にあります。近い将来 LED産業は 1兆円規模となることは確実です。 

『地消地産』の実現によって、各県に 3~5 社（全国 100 社目標、事業規模数百億円）、

LED事業を推進する中小企業の育成・支援に貢献します。 

 

関係資料 

○LEDファンド収支計画・ウィンライト仕様書・LED省エネセミナー資料 

○「電子ジャーナル寄稿記事」・特許資料・水銀条約・新聞記事 

 

弊社は、その社名が示します通り、この事業に関係する商業施設・金融機関・LED企業等々

すべての事業所が『ウィン－ウィン』になることを、目指しています。 



＜高透過率光拡散カバー　　特許出願＞

　ウィンライトはLED照明の、『トップランナー』　【最高の性能と最低の価格】

技術契約

（契約概要）

水銀条約 ：2013年水銀条約（水銀の使用・輸出に関する国際条約）が締結されます。
我国の水銀使用量は約13トン、その内の約4割は照明器具に使用されています。

：OEM生産承ります。
ウィンライト型式 WLA-40　 WLA-30　 WLA-20　 WLA-10　
販売予定価格 6,000円 5,000円 4,000円 2,500円

＜仕様＞ WLA-40　 WLA-30　 WLA-20　 WLA-10　

消 費 電 力 45W （LED　40W ） 34W （LED　30W ） 23W　　（LED　20W ） 12W　　（LED　10W ）
全   光   束 4,000 lm 以上 3,000 lm 以上 2,000 lm以上 1,000 lm以上
LED  チップ 112個　（120ｌｍ/ｗ） 84個　（120ｌｍ/ｗ） 56個　（120ｌｍ/ｗ） 28個　（120ｌｍ/ｗ）
本 体 長 さ 1200 mm 900 mm 600 mm 300 mm

１ｍ直下照度 1,000 lx 以上 800 lx 以上 600 lx ルクス以上 350 lx ルクス以上

住所 長崎県佐世保市稲荷町　27-16
電話 0956-76-9693　　FAX　0956-76-9694

URL　http://www.winandwin.jp/             e-mai  : mail@jpwinwin.com

株式会社　ウィン＆ウィン

WIN＆WIN うぃん あんど うぃん WIN－WIN

　＜LED照明の性能向上とコスト削減を希望する企業様、LED照明に新規参入予定の企業様＞

：弊社ウィンライトの製造技術を伝授します。

LEDモジュール設計・LED照明デザイン・光拡散カバー特許使用許諾・製造開発技術1年間無償支援
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ＬＥＤ照明新規設備投資比較表
(1式：40W×2本） （40W×1式） 12時間稼働

月稼働時間（30日12h）

電力単価（Kw・ｈ/円）

照明機器 蛍光灯 WLA-40 蛍光灯 WLA-40
消費電力（ｗ） 90 45 90 45
月間電力料金 ¥648 ¥324 ¥518 ¥259
設備費用 ¥6,000 ¥6,000
設置費用 ¥20 ¥1,000 ¥20 ¥1,000

総費用 ¥668 ¥7,000 ¥538 ¥7,000

年間総コスト ¥668 ¥344 ¥538 ¥279

年間ＬＥＤ導入益/式 ¥324 ¥259

36ヶ月総コスト ¥12,024,000 ¥5,832,000 ¥9,691,200 ¥4,665,600

36ヶ月ＬＥＤ導入益 ¥6,192,000 ¥5,025,600

LED導入設備費 (¥3,500,000) (¥3,500,000)

LED導入純利益 ¥2,692,000 ¥1,525,600

月電力費削減額 ¥162,000 ¥129,600
月リース合計（500） ¥140,000 ¥123,000
商業施設1月利益 ¥22,000 ¥6,600
36ヶ月リース総額 ¥5,040,000 ¥4,428,000
36か月ファンド利益 ¥1,540,000 ¥928,000
36ヶ月ＬＥＤ導入益 ¥1,152,000 ¥597,600

36ヶ月ファンド利益率 23% 44% 13% 27%

(1式：40W×2本） （40W×1式） 14時間稼働

月稼働時間（30日14h）

電力単価（Kw・ｈ/円）

照明機器 蛍光灯 WLA-40 蛍光灯 WLA-40
消費電力（ｗ） 90 45 90 45
月間電力料金 ¥756 ¥378 ¥605 ¥302
設備費用 ¥6,000 ¥6,000
設置費用 ¥20 ¥1,000 ¥20 ¥1,000

総費用 ¥776 ¥7,000 ¥625 ¥7,000

年間総コスト ¥776 ¥398 ¥625 ¥322

年間ＬＥＤ導入益/式 ¥378 ¥302

36ヶ月総コスト ¥13,968,000 ¥6,804,000 ¥11,246,400 ¥5,443,200

36ヶ月ＬＥＤ導入益 ¥7,164,000 ¥5,803,200

LED導入設備費 (¥3,500,000) (¥3,500,000)

LED導入純利益 ¥3,664,000 ¥2,303,200

月電力費削減額 ¥189,000 ¥151,200
月リース合計（500） ¥160,000 ¥135,000
商業施設1月利益 ¥29,000 ¥16,200
36ヶ月リース総額 ¥5,760,000 ¥4,860,000
36か月ファンド利益 ¥2,260,000 ¥1,360,000
36ヶ月ＬＥＤ導入益 ¥1,404,000 ¥943,200

36ヶ月ファンド利益率 24% 65% 19% 39%

420 420

20 16

500 500

500 500

LED照明クラスター事業（36ヶ月ファンドビジネスモデル）

360 360

20 16



＜光拡散カバー透過率試験＞
本社暗室（直下2ｍ） (w) (lx1) (lx2)

照明種類 消費電力 照度 Lx/w 照度 Lx/w 透過効率
反射笠蛍光灯（37W×1） 37 165 4.5

lx1/lx2
直管型LED　（日本・Ｔ社製） 25 120 4.8 178 7.1 67%
直管型LED　（韓国・Ｈ社製） 22 134 6.1 172 7.8 78%
直管型LED　（中国・Ｃ社製） 21 132 6.3 178 8.5 74%

３機種平均 23 129 5.7 176 7.8 73%
反射笠・市販品（WLM-12) 20 195 9.8 206 10.3 95%
反射笠・試作品（WLM-12） 20 203 10.2 216 10.8 94%
成形アルミ型　（WLA-28） 20 192 9.6 206 10.3 93%

3機種平均 20 197 9.8 209 10.5 94%

＜照度・性エネ率試験＞
本社暗室（直下1ｍ） (w) (lx)

照明種類 消費電力 照度（1m） Lx/w 効率比較 省エネ率

反射笠蛍光灯（40w型×2） 74 800 10.8 1.00 0.0%

直管型LED　（日本・東芝製） 25 363 14.5 1.34 25.5%
直管型LED　（韓国・ハンソル製） 22 414 18.8 1.74 42.6%

直管型LED　（中国製） 21 403 19.2 1.78 43.7%

反射笠・市販品（WLM-12－5K) 40 1051 26.3 2.43 58.9%
反射笠・試作品（WLM-12-5K） 40 1068 26.7 2.47 59.5%

成形アルミ型　（WLA-40-5K） 40 1015 25.4 2.35 57.4%

＊測定照度は相対比較の参考値してご考察下さい。
＊消費電力は照明の定格表示・電源等の消費電力は含まず。

拡散カバー付 拡散カバーナシ



LEDベースライト性能・単価比較

社名 型式 定価 ネット価格 全光束 消費電力 lm/w \/lm
KZ　社 BH11714 オープン ¥29,980 4,565 55 83.0 6.6
MB　社 LB4001NS ¥57,750 ¥29,320 4,248 48 88.5 6.9
TS　社 H83212 ¥65,310 ¥31,000 3,107 57 54.5 10.0
SP　社 DL-N001N ¥94,500 ¥61,420 4,650 65 71.5 13.2
PS　社 FW41701 ¥65,100 ¥37,107 2,071 29 71.4 17.9

OD　社 XL251005 ¥62,790 ¥39,550 1,879 27 69.6 21.0

6社平均 ¥69,090 ¥39,679 3,420 46.8 73.1 12.6

社名 型式 定価 ネット価格 全光束 消費電力 lm/w \/lm

KZ　社 BH11714 オープン ¥29,980 4,565 55 83.0 6.6
MB　社 LB4001NS ¥57,750 ¥29,320 4,248 48 88.5 6.9

TS　社 H83212 ¥65,310 ¥31,000 3,107 57 54.5 10.0

上位3社平均 ¥30,100 3,973 53.3 75.3 7.8

W&W ＷＬＡ－４０　 ¥6,000 4,320 45 96 1.4

20% 109% 84% 127% 18%

＊WLA-40　販売予定価格　（￥6,000．－）

LEDシーリングライト性能・単価比較表

社　　名 型　　式 価　　格 全光束 消費電力 ￥/ｌｍ ｌｍ/ｗ

IO　社 CL3560N ¥11,565 3500lm 41W ¥3.30 85.4

TB　社 CE-H781W ¥12,400 3800lm 60W ¥3.26 63.3

PN　社 HH-LC560A ¥17,493 3500lm 53W ¥5.00 66.0

TS　社 H81003 ¥18,041 3660lm 60W ¥4.93 61.0

SP　社 DL-C305V ¥16,161 3900lm 67W ¥4.14 58.2

KZ　社 AH35068L ¥19,000 4100lm 56.6W ¥4.63 72.4

OD　社 SH8055LDR ¥19,628 3850lm 52W ¥5.10 74.0

AG　社 AC-60030 ¥19,778 4100lm 57W ¥4.82 71.9

8社平均 ¥16,758 3854lm 55.8W ¥4.40 69.0

W&W ＷＬＡ－４０ ¥6,000 4320ｌｍ 45Ｗ ¥1.39 96.0

平均比較 36% 112% 81% 31% 139%

社　　　名 型　　　　　　式 価　　格 全　光　束 消費電力 ￥/ｌｍ ｌｍ/ｗ

PN　社 HH-LC560A ¥17,493 3500lm 53W ¥5.00 66.0

TS　社 H81003 ¥18,041 3660lm 60W ¥4.93 61.0

SP　社 DL-C305V ¥16,161 3900lm 67W ¥4.14 58.2

¥17,232 3687 60 ¥4.69 61.7

W&W WLA－４０　 ¥6,000 4320ｌｍ 45Ｗ ¥1.39 96.0

35% 117% 75% 29% 156%

＊WLA-40　販売予定価格　（￥6,000．－）

上位３社平均

平均比較

3社平均比較

＜ネット価格・ルーメン単価＞　半値×8掛×5割引＝0.2　　達成！！

＜ネット価格・ルーメン単価＞　半値×8掛×5割引＝0.2　　達成！！



　　＜高透過率光拡散カバー　　特許出願＞

＜仕様＞ WLA-40　 WLA-30　 WLA-20　 WLA-10　

消 費 電 力 45W （LED　40W ） 34W （LED　30W ） 23W　　（LED　20W ） 12W　　（LED　10W ）
全   光   束 4,000 lm 以上 3,000 lm 以上 2,000 lm以上 1,000 lm以上
LED  チップ 112個　（120ｌｍ/ｗ） 84個　（120ｌｍ/ｗ） 56個　（120ｌｍ/ｗ） 28個　（120ｌｍ/ｗ）
本 体 長 さ 1200 mm 900 mm 600 mm 300 mm

１ｍ直下照度 1,100 lx 以上 800 lx 以上 650 lx ルクス以上 350 lx ルクス以上

販売予定価格 オープン価格 ：　OEM生産承ります。

住所 長崎県佐世保市稲荷町　27-16
電話 0956-76-9693　　FAX　0956-76-9694

URL　http://www.winandwin.jp/             e-mai  : mail@jpwinwin.com

株式会社　ウィン＆ウィン

WIN＆WIN　　うぃん　あんど　うぃん　　WIN－WIN



　　＜高透過率光拡散カバー　　特許出願＞

４5W　　（LED　４０W　　：電圧　22.0V　　1800mA　 ）

4,000ルーメン以上　（理論計算値　4320ｌｍ）

114個　（サムソン製　：　120ｌｍ/ｗ）

1,000　ルクス以上

  330　ルクス以上

オープン価格　　　　：　OEM生産承ります。

住所 長崎県佐世保市稲荷町　27-16

電話 0956-76-9693　　FAX　0956-76-9694

URL　http://www.winandwin.jp/             e-mai  : mail@jpwinwin.com

販売予定価格

株式会社　ウィン＆ウィン

ウィンライト　『　WLA-40　』

WIN＆WIN　　うぃん　あんど　うぃん　　WIN－WIN

＜仕様＞

消 費 電 力

全   光   束

LED  チップ

１ｍ直下照度

２ｍ直下照度
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●日本の電力事情
2012年5月5日、国内の原子力発電所で唯一運転

していた、北海道電力の泊原発3号機が定期検査の
ために稼働を停止した。日本の電力供給は、その
約30％を原子力発電が担っていたが、その全てが
停止し、従来の化石燃料による発電に頼らざるを
得なくなっている。このため発電コストが上昇し、
東京電力では大口需要家向けで17％、一般家庭向
けでは10％の値上げが実施されることになった。
今夏の電力不足は全国的に及ぶと推測され、特

に発電の約50％を原子力に頼っていた関西電力で
は、約15％の電力不足が懸念されている。筆者は5
月中旬に東京と大阪を訪問し、その節電実施の格
差に大きな驚きを感じた。東京では、昨年の東日
本大震災による電力不足の影響もあり、公的な施
設を含め照明の間引き点灯やLED化など、様々な
形で節電が実施されているが、大阪では全くその
心証を受けることができなかった。この格差の要
因はどこにあるのであろうか。目の前に危機が訪
れなければ、組織も人も行動を起こすことができ
ず、思考は停止したままである。高い確率で発生
する将来の危機を想定して行動を起こすことがで
きない状況は、LED照明の機器選択の発想におい
ても、非常に共通しているものがある。

●安易な簡便さを求める市場
LED照明は、その省エネ効果によって蛍光灯の

代替として市場に供給されてきた。従来の蛍光灯
は寿命が1～2年程度であったため、交換を前提と

して器具が共通化されている。LEDは、通常の使
用状況では約10年間の寿命を持つが、市場におい
ては既存の器具を使用した同形状の照明が要求さ
れ、また改造などを行わず（工事不要）、簡便に蛍
光灯からLEDに交換する形式の照明が求められた。
LED照明製造企業は、このような市場の要求に

応え、また市場の希望を先取りする形で、グロー
式やラビット式、さらにインバータ方式の蛍光灯
まで簡便に交換できるLED照明の開発に傾注し、
製造・販売を行ってきた。この現状が、LED照明
の発展に大きな障害となっている。
LED照明は、LEDチップ・光拡散カバー・電源

そして器具から構成されており、その性能（ルー
メン/ワット：lm/W）はLEDチップの性能に依存し
ている。LED技術はまだ発展途上の段階にあり、
現在は100 lm/Wが主流であるが、毎年20％以上の
性能向上が期待されており、将来は現在の2倍とな
る200 lm/Wまで技術革新が進むと言われている
（理論上の性能は250 lm/W）。
同じ照度を確保すると想定した場合、性能向上

が進めば、電気の使用量（省エネ性能）はその比
率で低下し機器も小型化が可能になって、コスト
削減が期待できることになる。しかし、それが現
在の製品のように、従来の照明機器の構造と同じ
形状にした場合、小型化は困難となり、無駄で無
意味な構造にコストを費やすことになる。
人間は、科学技術の発展によってその恩恵を受

け、照明は蝋燭から電球へ、電球から蛍光灯へと、
その技術革新とともに機器の性能に見合うデザイ

性能向上と低価格化が一段と進む
特徴を生かした開発や機器選択を

2012年は日本全国で厳しい節電対策が求められる中、省エネを実現するLED照明の高性能化や
低価格化が一段と進んでいる。既存の蛍光灯から容易に置き換えができる直管型の製品も導入
されているが、“デザインの自由性”など、LED照明の特徴が全く生かされていない状況にあ
る。既存の器具を使用しない直管型のJIS規格も策定されているが、LED照明市場のさらなる
発展には、その特徴を十分に生かした製品開発や機器選択が不可欠になってこよう。

《LED照明の現状と将来展望》

最前線 LED照明

㈱ウィン&ウィン　代表取締役　平野信幸
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ンを受け容れてきた。その製造企業も、
これらの照明機器が持つ利点を最大限に
生かす構造を考案し、安価で快適な生活
に貢献してきた。
こうした過去の経緯が、LED照明には

全く生かされておらず、簡単で簡便性を
求める市場の要求に安易に対応してきた
め、LEDの特徴である“デザインの自由
性”、“性能の多様性”が全く生かされて
いないのは、残念なことである。

●LED照明の規格化
LED照明は、LEDチップの高効率化によって、

2000年代後半から一般照明向けに応用され始めた。
当初は50～60 lm/Wだった性能も、2010年に80
lm/Wとなり、2011年には100 lm/W、今年（2012年）
後半には120 lm/Wの性能を生かした照明が主流に
なると予想される。性能の向上とともに完成品の
価格も安価になり、5WのLED電球で2010年に4000
円程度（W単価：800円/W）であったものが、韓国・
台湾・中国製のLED照明がリードする格好で、
2012年には1000～1500円程度となり、W単価が200
円/Wを切る製品も販売されている。
高性能化と低価格化で市場への導入も進み、そ

の過程において蛍光灯型のLED照明（直管型LED
照明）も開発され、2010年頃から一般に販売され
るようになった。直管型LED照明は、既存の蛍光
灯の器具に装着して簡単に交換が可能であること
がアピールされ、導入が進んだ。そのほとんどは
海外製の安価な製品であったが、導入が進むに伴
い、落下や発火といった様々な問題も発生した。
この問題に対処すべく、照明器具関連業界では、

既存の器具を使用しない直管型LED照明のJIS規格
を発表した（表1）。これが今後の直管型LED照明
の標準となると見られたが、業界内でも異論が噴
出し、規格の統一どころか、市場の要求に応える
形で“工事不要のLED照明”が販売され、一層の
問題発生・混乱を招く結果となっている。
2012年7月には、LED照明のPSE規格（電気用品

保安法）が正式に施行されることになっているが、
前述の工事不要の直管型LEDは、その認定対象品
から除外されることになっている。
LED照明は既存の照明器具と異なり、多額の投

資も高度な専門知識も必要とせず、長寿命（4万～
5万時間）で自由なデザイン性を備えた、これまで

にない全く新しい照明である。この新世代の照明
を既存の器具に合わせてデザインするという発想
は、構造的な制限が設定され、その特徴を生かす
ことができなくなっている。
また、LED照明は技術革新の過渡期にあり、現

時点で主流である性能の100 lm/Wは、3年後には
150 lm/Wとなり、5年後には200 lm/Wに達すると期
待されている。これは将来、LEDチップ/モジュー
ルを交換するだけで、30～50％の省エネが実現で
きることを意味する。従って、4万時間以上の寿命
をアピールすることは、LED照明の発展には全く
寄与しない。むしろ寿命を2～3万時間に設定し、
将来的に高効率のLEDチップが開発・販売された
場合、容易にかつ安価にLEDモジュールを交換す
る構造にすることが肝要である。

●水銀の使用・輸出に関する国際条約
2013年後半には、水銀の使用規制に関する条約

が締結される見通しである。これは、水銀灯や蛍
光灯に使用されている水銀の使用規制にも及び、
蛍光灯の製造・販売の制限などもその対象になる
と考えられる。日本の年間水銀使用量は約13t、そ
の約4割は照明器具に使用されている。
日本は「水俣病」という、世界でも例を見ない

水銀公害を経験した国である。水銀の使用規制に
関しては、どの国よりも早く、例外を設けること
なくそれを実行する責任がある。そして、その時
に影響を受ける事態を想定して、蛍光灯や水銀灯
に代わるLED照明の将来像を示す必要がある。
既存の照明器具の構造や性能にこだわることな

く、自由で斬新なデザインを提案し、それを受け
容れる市場の理解が求められよう。
最後に、当社では上述したようなLEDの特徴を

生かした照明の開発に注力している。Webサイト
（http://www.winandwin.jp）も併せて参照されたい。

■日本電球工業会規格（JEL801:2010より）　　�

�

2,300 lm以上（N色）�

80以上�

120度以内の光束が70％未満�

直流350mA�

95V（最大）～45V（最小）�

33.3W�

　　　　　　  L16�

�

�

ランプ全光束�

演色性（Ra）�

配光�

ランプ電流（mA）�

ランプ電圧�

最大ランプ電力�

口金�

出所：LED照明推進協議会の資料を基に弊誌で加筆�

L形口金付き直管型LEDランプシステム　　　直管型LEDランプ（LDL40）の仕様�

表1 直管型LEDランプ規格（日本電球工業会より規格が策定）
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●電力消費事情と省エネ対策
我国の年間電力消費量は約1兆kW・hで、このう

ちの20％が照明機器による消費である。この夏、
運転が可能な発電所の能力と予想される消費電力
から推測して、社会全体で15～20％の消費電力削
減が必要と言われている。
バブル崩壊から15年余、長い景気低迷の過程で、

企業はコスト削減のためにあらゆる努力で省エネ
を推進してきており、一般家庭では省エネのエア
コン・冷蔵庫・TVなどに買い替えることによって、
身近なところから省エネが進んでいる。この現状
からさらに15～20％の消費電力削減は、「極めて、
困難であろう」と思われる。
その中で残されている可能性のある省エネ対策

は、“照明機器の省エネ”である。特に、発光効率
が低い電球は2012年に製造中止が決定しており、
今後環境問題が浮上する蛍光灯や水銀灯をLED照
明にすることが、残された最も効果的な省エネ対
策となるであろう。コストが高いと言われていた
LED照明機器は、韓国・台湾・中国製の機器が主
導する形で安価となり、LED照明の利点である長
寿命によって、その経済的効果は初期費用を相殺
できる環境になっている。

●LED照明の技術革新
LED照明に関する主な技術用語を表1、各種照明

器具の主な仕様を表2にそれぞれに示す。LED照明
の技術革新は日進月歩で、2008年に50～60ルーメ
ン/ワット（lm/W）程度であった性能は、2009年60
～80 lm/W、2010年には80～100 lm/Wまで向上して
いる（現在市販されているLED照明は60～100
lm/Wが主流）。2011年度には150 lm/WのLEDチップ
が開発され、来年には120～130 lm/WのLED照明機
器が発売されるであろう。これは、同じ照度を想
定した場合、照明機器の消費電力が従来品の50％
以下になることを意味し、大きな省エネ効果が期
待できる。LEDチップは今後も、毎年20 lm/W程度
の性能向上が見込まれ、将来は250 lm/Wまで開発
が進むと予測されている。LEDチップのエネルギ
ー変換効率は100 lm/Wで約30％であり（70％は熱
として消費される）、250 lm/Wになった場合、その
変換効率は75％に達し、その省エネ効果は驚異的
な値になるであろう。
LED照明の長所は、長寿命と発光能力の高さ、

小型・軽量による自由なデザイン性、そして照度
や色温度が無段階に制御できることにある。一方、
短所は単価が高く、高輝度による眩しさ、光の指
向性による広がりが狭いこと、集積度を上げた場
合の放熱対策などが挙げられる。以前は演色性も
問題になっていたが、現在ではRaが80以上のもの
が登場し、従来の蛍光灯と遜色なくなっている。

●LED照明による省エネ実現の留意点
照明機器の省エネを実現するには、発光効率

（lm/W）の高い製品を選ぶことが最も重要である。
既存の照明機器の照度を確保することを前提とす

電力不足で省エネ対策が不可避に
過去の規制を排除し普及・促進を

3月に発生した東日本大震災では、東京電力の原子力・火力発電所が被災し、管轄エリアでは
電力不足による計画停電が実施された。また、政府は中部電力の浜岡原発の停止を要請、その
余波は関西電力、九州電力に波及し全国的な電力不足が大きな社会問題になっている。点検な
どで停止中の原発が再稼働できる見通しも立たず、国全体として省エネを実施する必要性に迫
られている中、LED照明による省エネ対策の重要性が大きな意味を持ってきている。

《LED照明による省エネ対策》

最前線 LED照明

 用語　   名称（呼称）　  単位　　 　　　　　　   内容  

lm�

W�

lm/W�

lx（lm/m2）�

K�

Ra

照明機器の定格における光の量�

定格消費電力�

ワット当たりの発光量�

単位m2当たりの光束�

照明の色（3000K電球色、6000K昼間色）�

平均演色評価数（光の波長分布率・色の再現性）�

全光束�

消費電力�

発光効率�

照度�

色温度�

演色性�

ルーメン�

ワット�

ルーメン/ワット�

ルクス�

ケルビン�

アールエー�

表1 LED照明に関する技術用語

㈱ウィン&ウィン　統括本部長　平野信幸
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る場合、現在の照明機器と
LED照明の発光効率の差が、
省エネの結果となる。
LED照明の発光能力また

は全光束は、LEDチップの
能力を表示しており、照明
機器としての能力ではない
ことがある。これは、眩し
さを軽減させるために、照
明のカバーの光透過率を勘
案せずに表記しているためである。光拡散カバー
の光透過ロスは15～35％にもなり、眩しさを軽減
させるほど、照度は低くなってしまう。
このため、カタログに記載されている値がLED

チップの能力なのか、照明機器としての能力であ
るか、十分に留意する必要がある。LED照明を設
置する場所によって、光の質を勘案することが省
エネ実現には重要な要素になる。
直接人の目に触れない間接照明や、人がその場

所に留まらない通路や駐車場・バックヤードなど
においては、眩しさの許容範囲を広げることによ
って省エネ効果を上げることができる。
また、LEDの特徴である制御性を応用し、外部

の光や人の出入り、時間帯などで状況に応じた照
度制御を行えば、大きな省エネ効果を期待するこ
とが可能である。
発光効率では格差の少ないHf管蛍光灯やHID照明

でも、LEDの制御機能によって、十分に省エネ照
明として代替することも可能である。これは、蛍
光灯は頻繁にオン/オフを繰り返すと寿命が短くな
り、HIDランプは短時間にオン/オフすることがで
きないためである。

●LED照明の普及を阻害している要因
いつの時代でも同じだが、新しい技術が開発さ

れた時に普及の障害になるのは、古い技術が前提
になっている規制や慣習、そして過去のものとな
りつつある産業界・外郭団体などの抵抗や新規参
入に対する無意味な障壁である。
それらの規制がLED照明の特徴を生かすことを

容認しないために、普及が進まず、省エネの実現
が遅れる結果となっている。LED照明の利点であ
る“自由度の高いデザイン性”を殺しているのは、
蛍光灯や水銀灯に代わる照明として、既存の機器
の構造を踏襲することを強要している慣習がある。
道路照明やトンネル照明における水銀灯の代替

の場合、単純な機器交換を行うと、LED照明にお
いてはチップの集積度を上げなければならず、そ
の放熱対策が重要な要素技術となって、高コスト
となり普及が進まない。
蛍光灯の代替としては、照明器具の団体から直

管型LEDの規格が昨年発表されたが、これはLED

照明の自由なデザイン性を生かす道を閉ざしてし
まった。落下防止と安全対策を謳い文句に、消費
者保護という“金科玉条”で規格を作り、新規参
入に大きな障壁を作った感がある。
従来の電球や蛍光灯は、寿命が短く、ランプを

交換することが前提とした照明器具の構造であっ
た。しかし、LEDは通常の使用時間からすると、8
～10年以上の耐久性があり、交換を前提とした安
全対策や構造は、全く意味のない規制である。
水銀灯でも蛍光灯でもその代替として、LED照

明のデザインの自由度を生かし、そのインテリジ
ェンスな制御性を活用できるように、既成概念を
取り払い、過去の規制や慣習を排除すれば、斬新
な発想による次世代の照明と呼ぶにふさわしい、
様々な器具が開発されるだろう。その結果、大き
な市場が形成されることで、コストの削減が促進
され、照明機器の省エネが進むことは明白である。

●中国と日本のLED照明の省エネ事情
筆者は今年4月、中国Shanghaiを訪問した。Shan-

ghaiの地下鉄において、ホームや通路の照明はすで
にLED照明（直管型）になっていた。東日本大震
災が発生して初めて行った東京では、地下鉄のホ
ームや通路、電車内そして羽田空港の照明は間引
きによる省エネであった。
これが、技術立国日本の実態である。機器的な

電力不足への対応とは言え、LEDを照明に活用で
きる道を開いたのは日本の技術であり、かつては
世界の技術を応用して日本流のアレンジで世界に
その存在を知らしめた我国が、LEDでは大きく後
れをとり、照明器具の省エネ実現が進まない“忸
怩たる現実”がここにある。
LED照明による省エネを促進する鍵は、既存の

規制や概念・慣習を排除し、新規参入企業が照明
機器業界の新陳代謝を促し、健全な発展を遂げる
ことが可能な市場が“形成されるか否か”にかか
っている。今、“電力不足”という現実に直面し、
省エネの実現を最優先課題として、何が必要で何
が不要か、シンプルな発想が求められている。
最後に、当社は上記のようなLEDの特徴を生か

した照明の開発に注力している。当社Webサイト
（http://www.jpwinwin.com）も併せて参照されたい。

特性　　　　　  LED照明　　 白熱電球　  蛍光灯（グロー式）    蛍光灯（Hf管）　   水銀灯　　 HIDランプ　
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表2 各種照明器具の主な仕様


